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第６回水道料金等審議会 会議録 

 

■ 会議の名称：第６回甲府市水道料金等審議会 

■ 開催日時：平成 29 年 10 月 5 日（木）午後 3 時 00 分～午後 3 時 30 分 

■ 開催場所：甲府市上下水道局 ３階大会議室 

■ 出席委員：込山芳行委員、風間ふたば委員、塩谷知則委員、小林正直委員、

落合圭子委員、小林登委員、矢島静枝委員、藤澤惠子委員、 

越石寛委員、萩原雄二委員、河野昭三委員 

■ 欠席委員：金澤悟委員、清水健治委員、牛奥久代委員、市中優也委員、 

波木井淳一委員 

■ 傍聴者数：１名 

■ 次第 

１ 開会 

２ 報告事項 

３ 議事 

⑴ 答申（案）について 

⑵ その他 

４ 事務連絡 

５ 閉会 

■ 審議内容 

【会長】次第の３「議事」に入ります。委員のみなさまからいただいましたご意

見を集約したものが答申（案）となりますが、事務局から再度詳しい説明をお願

いします。 

 

《事務局説明》 

 

【会長】説明が終わりました。それでは、１ページずつ確認をしていきたいと思

います。総括的に概括的に、上下水道事業の課題・現状などを踏まえた文章とな

っています。１ページに対して、ご意見はありますか。気になったのが、７行目

の災害に備えた施設の耐震化などの施設の強靭化について、“などの施設”の表

現よりも施設の耐震化及び施設の強靭化でいいのではないかと。施設の耐震化及
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び強靭化を求められることからのほうがいいと思うが、いかがでしょうか。施設

の耐震化などの施設の強靭化で“などの”をとったほうが文章的にすっきりする。

他にご意見はありますか。 

 

《各委員より意見無し、同意》 

 

【会長】では、１ページに関してはよろしいですか。１ページに関してはこの案

の通りで確定とします。それでは、２ページの骨子になります。答申の中身です

が、水道料金・下水道使用料について、審議会で審議し、また意見をいただきな

がら確認した事項を整理していただきました。この水道料金・下水道使用料に関

して、何か大きなところで、漏れているところ、こうしたほうがいいのではない

か、必要ないのではないか等ご意見ありましたら、お願いいたします。あります

でしょうか。内容は、第５回の審議会で最終確認をしまして、文章の表現の問題

としてこれでいいか。気になるところはありますでしょうか。 

 

《各委員より意見無し、同意》 

 

【会長】２ページは、この内容で確定とする。次に３ページの付帯意見について、

これは３年間というよりも将来的に上下水道事業を運営していくにあたり５つの

テーマを掲げ、こういう点に注意しながら、進めていただきたいというような言

葉となっていますが、この点に関していかがでしょうか。項目は、文章化してあ

りますが、これまでの審議会で意見のあったところを項目としていまして、主要

な施設等の耐震化。これは、喫緊の課題であり、進めていかなければいけない。

それから効率的効果的な施設の整備、これも耐震化とリンクしたテーマで必要で

ある。それから適正な企業債の借入、料金等の適正化について、継続的な検討を

行う。結局、水道事業というのは、経営ですから、効率的な経営を念頭において

やらなければいけない。それから、様々な場所で意見が出ましたが、水道事業の

取り組みでの苦労や厳しさ、努力しているところのＰＲが市民に対して足りない

のではないか。ですから、積極的に効果的なＰＲをお願いするというご意見が出

たと思います。最後の５番目として、人材確保ですが、技術者、経営ノウハウの

継承がスムーズに進むように、これから適正な人材確保をということでこのよう
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な文章にさせていただきました。何かご意見はありますか。 

 

《各委員より意見無し、同意》 

 

【会長】よろしいですね。では、３ページについても確認できました。あとは、

４ページ・５ページについてですが、委員名簿・審議会の経緯ですか、これにつ

いて、何かいかがですか。 

 

《各委員より意見無し、同意》 

 

【会長】それでは、意見がございませんようですので、議題３は、確認できたと

いうことで、みなさんには、（案）というのを、取っていただいて、確定とさせ

ていただきたいと思います。なお、本日欠席の金澤委員からご意見をいただいて

います。事業の効率化、効果的な取り組みについてで、この答申にも触れられて

いる内容のものでした。以上で、議事を終了といたします。 

 

以 上  


